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十
一
月
九
日
か
ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
る
な
ど
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
統
一
防
火
標
語
は
『
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　
か

く
れ
ん
ぼ
』
で
す
。
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
は
、
全
国
各
地
で

防
火
に
関
す
る
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

岐
阜
市
消
防
本
部
で
は
、
岐
阜
市
消
防
協
会
、
岐
阜
市
危
険
物

安
全
協
会
及
び
岐
阜
市
防
火
協
会
の
協
力
を
得
て
、
火
災
予
防
啓

災火に心
業
所
な
ど
に
配
布
し
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
是
非
、
あ
な
た
の
家
庭
で
も
火
災
予
防
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
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今
年
の
火
災
概
況

一
月
一
目
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

の
上
半
期
、
岐
阜
市
内
で
発
生
し
た

火
災
は
五
十
九
件
で
、
前
年
同
時
期

の
八
十
九
件
に
比
べ
る
と
三
十
件
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
火
原
因

は
　
「
た
ば
こ
」
　
が
十
二
件
で
最
も
多

く
、
「
こ
ん
ろ
」
　
が
九
件
で
　
「
放
火

・
放
火
の
疑
い
」
　
が
七
件
の
順
で
し

た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は
六
人
で
、

前
年
同
時
期
と
比
較
す
る
と
四
人
増

加
、
負
傷
者
は
七
人
で
、
十
三
人
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
火
災
件
数
の

内
訳
は
、
建
物
火
災
が
最
も
多
く
、

三
十
八
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
災

を
無
く
し
て
安
心
・
安
全
な
街
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

安
・
安
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

「
住
宅
防
火
研
修
会

・
住
宅
用
防
災
機
器
展
示
会
」

住
宅
防
火
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し

た
、
木
之
本
・
鏡
島
・
加
納
西
・
厚

見
・
三
輪
北
・
三
輪
南
の
六
地
域
の

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
、

防
火
講
話
や
初
期
消
火
訓
練
を
実
施

し
た
り
、
「
防
火
か
わ
ら
版
」
　
の
発

行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

火
災
予
防
運
動
に
関
連
す
る

主

　

な

　

行

　

事

　

予

　

定

「
火
災
予
防
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
表
彰
式
」
の
開
催

岐
阜
市
内
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

や
小
学
生
か
ら
募
集
し
た
火
災
予
防

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
入
選
さ
れ
た
優
秀
作

晶
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

消
防
音
楽
隊
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
　
十
一
月
七
日
（
土
）

十
三
時
三
十
分
～

【
場
所
】
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス

一
階
　
ド
キ
ド
キ
テ
ラ
ス

（
岐
阜
市
司
町
四
十
番
地
五
）

入
選
作
晶
の
ポ
ス
タ
ー
展
示

左
記
の
予
定
で
、
火
災
予
防
ポ
ス
タ

ー
優
秀
作
品
七
十
点
を
展
示
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
十
一
月
七
日
（
土
）

～
十
三
日
（
金
）

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス

一
階
　
ド
キ
ド
キ
テ
ラ
ス

・
十
一
月
十
四
日
　
（
土
）

～
十
九
日
　
（
木
）

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス

一
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
岐
阜
市
司
町
四
十
番
地
五
）
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忽念金側弛

各
地
区
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
・

「
前
期
活
動
を
振
り
返
っ
て
」

金
華
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
加
藤
美
佐
子

金
華
婦
人
会
は
七
百
余
名
の
入
会

者
が
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
婦
人
会
長
以
下
、
十

五
名
ほ
ど
が
執
行
部
役
員
と
な
り
、
そ

の
中
か
ら
女
性
防
火
部
長
が
選
出
さ

れ
、
二
年
の
任
期
を
継
続
又
は
改
選
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

金
華
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
女
性
学

級
や
公
民
館
講
座
の
行
事
に
参
加
、
協

力
し
て
い
ま
す
。
毎
年
地
域
で
実
施
さ

れ
る
防
災
訓
練
に
は
、
自
治
会
、
婦
人

会
ほ
か
、
約
七
百
名
が
参
加
し
ま
す
。

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
役
員
は
、
簡
易
担
架

作
り
、
A
E
D
使
用
方
法
、
災
害
時
救

助
用
ア
ル
フ
ァ
米
の
炊
き
出
し
ご
飯

の
作
り
方
等
、
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
見

学
者
の
前
で
説
明
し
ま
す
。
最
後
は
、

炊
き
出
し
た
ご
飯
を
パ
ッ
ク
詰
め
に

し
て
、
参
加
者
全
員
に
持
っ
て
帰
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
は
「
安
・
安
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
の
担
当
に
な
り
、
秋
と
春
の
二
回
、

防
火
意
識
の
確
認
と
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
の
た

め
、
公
民
館
近
辺
の
町
内
を
回
り
ま
し

た
。
結
果
は
、
ま
だ
未
設
置
の
家
や
一

部
の
み
設
置
の
家
も
多
く
、
も
っ
と
普

及
活
動
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
午

後
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
水
消
火
器
、
煙

体
験
、
地
震
体
験
等
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
方
達
に
も
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
親
睦
を
図
り
、
金
華
の
防
火

に
対
す
る
現
状
の
話
し
合
い
等
も
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
月
に
あ
っ
た
消
防
団
の
特

別
点
検
の
た
め
の
夜
間
の
校
庭
訓
練

へ
激
励
に
訪
れ
、
年
末
の
夜
警
の
折
に

は
、
た
く
さ
ん
の
豚
汁
を
用
意
し
て
、

寒
い
夜
中
の
見
廻
り
の
た
め
の
苦
労

を
ね
ぎ
ら
つ
て
お
り
ま
す
。

金
華
は
山
が
近
く
、
登
山
者
も
増
え

て
い
る
た
め
、
岐
阜
公
園
で
啓
発
活
動

も
し
て
い
ま
す
が
、
幸
い
近
年
火
災
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
今

後
も
消
防
団
と
連
携
し
て
、
金
華
の
防

火
に
対
し
て
、
ク
ラ
ブ
員
一
同
「
火
の

用
心
」
を
忘
れ
ず
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

んく器警住

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
義
務
設
置
場
所
は

寝
室
・
階
段
（
寝
室
が
2
階
以
上
の
場
合
）
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

「
前
期
活
動
を
振
り
返
っ
て
」

長
良
案
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
近
藤
う
た
子

長
良
東
地
域
は
、
七
十
自
治
会
か
ら

成
り
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
が
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
員
が
自
治
会
の

委
員
と
し
て
定
着
し
、
地
域
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
活
動
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
委
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
十
名
の

ブ
ロ
ッ
ク
長
と
理
事
と
本
部
役
員
が
、

具
体
的
な
活
動
内
容
を
提
案
し
、
活
動

の
要
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「
二
戸
二
戸
の
家
庭
へ
の
防
災
防
火

意
識
の
啓
発
」
を
活
動
目
標
と
し
、
年

間
行
事
で
は
救
急
救
命
講
座
の
開
催

と
炊
き
出
し
訓
練
の
実
施
が
大
き
な

柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
救
命
講
座
は
、
地
域
の
公
民
館

講
座
・
P
T
A
講
座
・
イ
ン
リ
ー
ダ
ー

研
修
で
の
講
座
と
幅
広
い
世
代
を
対

象
に
実
施
、
後
援
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
と
協
働
し
、
各
世
代
に
救

急
救
命
が
浸
透
す
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
ま
す
。

炊
き
出
し
訓
練
は
三
十
～
四
十
名

の
ク
ラ
ブ
員
が
参
加
し
、
毎
年
繰
り
返

し
実
施
す
る
こ
と
で
、
ハ
ソ
リ
で
の
お

米
の
炊
き
方
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
用
し

た
炊
飯
な
ど
技
術
的
に
も
向
上
し
、
参

加
す
る
ク
ラ
ブ
員
が
入
れ
替
わ
る
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
外
の
防
災
施
設
な
ど
の

見
学
研
修
も
行
い
、
学
ぶ
だ
け
で
な
く

地
域
の
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
深
め

る
一
助
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
良
東
地
域
を
支
え
る
団
体
の
一

つ
と
し
て
、
地
域
が
よ
り
明
る
く
住
み

や
す
い
街
に
な
る
よ
う
協
力
し
、
本
来

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
や
や
も

す
る
と
薄
れ
て
い
く
防
災
意
識
を
、
地

域
の
防
災
訓
練
を
は
じ
め
様
々
な
機

会
を
捉
え
て
、
微
力
な
が
ら
喚
起
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
　
十
八
年

岐
阜
市
消
防
出
初
式

平
成
二
十
八
年
一
月
十
一
日
（
月
・
祝
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
岐
阜
市
中
央
青
少

年
会
館
多
目
的
広
場
で
行
い
ま
す
。
（
旧

明
徳
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
）

（
雨
天
時
は
、
午
前
十
時
か
ら
岐
阜
中
央

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
実
施
）

式
典
の
な
か
で
、
表
彰
や
感
謝
状
の
贈

呈
の
ほ
か
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
等
の
分
列

行
進
を
行
い
ま
す
。
展
示
で
は
、
は
し
ご

乗
り
隊
に
よ
る
は
し
ご
乗
り
を
行
い
ま
す
。

市
民
消
火
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
や
岐
阜
県

防
災
ヘ
リ
の
祝
賀
飛
行
も
実
施
し
ま
す
の

で
、
是
非
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。


